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論 文 蕃 査 結 果 の 要 旨
本研究は､家兎の膝前十字靭帯 (ACL)と膝内側側副靭帯 (MCL)の線維芽
細胞を用いた)･DVl如 実験で､増殖能､遊走能､接着能､蛋白合成能について増殖
因子 (basicAbroblastgrowthfactor,bonemorphogeneticprotein,growthand
dife,entiationfactor･5,同･7)存在下での検討を行ったものである.その結果､遊
走能についてACL由来の細胞よりMCL由来の細胞が強い反応を示し､この反応
はインチグリンα2を介して行われることを示した｡このことは､靭帯損傷の治癒
過程を解明し治療法の開発を試みるうえで重要な知見となりうるもので意義深い｡
よって,本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
